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	府県と就職支援協定を結び、学生の地方就職を積極的にサポート。
	今年も多くの卒業生・修了予定者が、近畿圏はもちろん、全国で就職を希望しています。
	日本全国から集まる龍谷大生は、U・I・Jターン就職も多く、日本各地で活躍しています。
	龍谷大学では、地域における諸課題を解決する人材の育成・確保に向けて、龍谷大学と行政が連携し、当該地出身学生に対する
	就職支援など取り組みを行うことにより、U・I・Jターンの促進を図ることとした就職支援協定を締結しています。
	企業情報や各地での合同企業説明会等のイベント情報を学生へタイムリーに提供しています。
	また、学内での合同企業説明会に各地から企業様をお招きしたり、就職相談会を開催するなど積極的に支援しています。
	鳥取県と就職支援を主目的とする包括協定
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	鹿児島県と就職支援に関する協定
	岡山県と就職支援に関する協定
	山口県と就職支援に関する協定
	石川県と就職支援に関する協定
	滋賀県と連携･協力に関する包括協定
	熊本県と就職支援に関する協定
	三重県と就職支援に関する協定
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	京都府と就職支援に関する協定
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	(協定締結日　2014年10月28日)
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	(協定締結日　2021年　2月26日)
	■ 。
	■
	■
	■
	■
	■
	■
	■
	■
	■
	■
	■
	■
	■
	■
	■
	■
	■
	就職協定県を含む30の自治体が
	参加したU･Iターンイベント「地方就活ガイダンス＆個別相談会」を開催しました。講師による地方就活ガイダンスとあわせて、各地方の就活状況やU･Iターン支援情報の提供などを行いました(写真は2019年度開催の様子。2022年度はオンラインで開催)。
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	オンライン就活イベント「U・Iターン就職セミナー」
	オンライン就活イベント「U・Iターン地方就活ガイダンス＆個別相談会」
	業界研究セミナー（鳥取県、島根県、福井県）
	「とっとりオンライン就職カフェ」（鳥取県）
	「大学等と企業の情報交換会」（島根県）
	「福井県内企業と県外大学等キャリアセンターと県内出身学生の交流会」（福井県）ほか

